
くもみ

今日から学校生活がスタートしました。緊急事態宣言下での学校生活になりますが、タウンメー

ルでもお知らせしましたように、湖南市では、より慎重に感染症防止対策を施しながら子どもたち

の学びを保障していく方針です。

デルタ株の流行によって子どもたちへの感染も懸念され、いつ、どこで、だれが感染してもおか

しくない状況になってきています。その意味で、以前にも増して不安を覚えているお子さんも多く

なってきているのではないでしょうか。しかし、だからといって、人と人が出会って学ぶ機会を無

くしていくことは、別の意味で子どもたちの成長に大きなストップをかけることになるのではない

かと考えます。リスクをゼロにすることはできませんが、国や県・市の指針の範囲内で今まで以上

に大人が知恵を出しあって、子どもたちの学びを支えていきたいと思います。新型コロナウィルス

感染対策だけでなく、熱中症にも留意する必要があります。ご家庭にも今まで以上にご協力やお願

いをしなければならないことも増えることが予想されますが、どうかよろしくお願い致します。

教職員一同、子どもたちが笑顔を忘れず、学校に来る値打ちを実感してもらえるよう努力して参

りたいと思います。少しでも安心して学校生活を送るための対策を後に載せましたので参照くださ

い。

検索 湖南市立三雲小学校ホームページにカラー版を掲載中。
http://www.edu-konan.jp/mikumo-el/

9/3 ５年生稲刈り（延期） 9/6 クラブ活動（延期）
9/10 学習参観（中止） 9/10 活動（延期）１・２くみひびきあい
9/17 ４年生校外学習（延期）9/29 湖南市陸上記録会（中止）

８月２８日（土）緊急事態宣言下ではありましたが、環境ボランティアの皆さんが早
朝より前庭を美し
く整備してくださ
いました。おかげ
さまで気持ちよく
９月のスタートを
迎えることが出来
ました。
ありがとうござ

いました。

１ヶ月前を目処に決○検討中の行事については、緊急事態宣言が延長されるかどうか等の状況をみながら
ので、今しばらくお待ちください。 させていただきます。５年生定していきます 随時該当学年から連絡

の が示される予定です。フローティング・スクールについては２週間前までに県の判断
○ は、前月上旬に一括で食材の発注がされる関係で、行事の中止や延期の際に復活すること給食について
が難しい場合が増えてくるかと思います。ご理解とご協力をお願いします。

フローティング・スクール9/26 PTA環境整備作業 9/27 ５年生
10/9 運動会 10/22 １年生校外学習
10/27～28 修学旅行
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○三密（密閉・密集・密接）を作らない学校生活を送ろう。
○可能な限り社会的距離（ソーシャル・ディスタンス）をとろう。

○体調に気をつけ、決して無理をしない。

○意味を理解して感染を予防し、みんなが笑顔でいられる学校生活を送ろう。

＜滋賀県「特別警戒ステージ」での取組＞◇具体的な取組（抜粋）
※実践しながら状況を注視し、随時取組内容を更新します。

登下校 ○原則マスクを着用して１列で登下校を行う。
暑くなりすぎたり、息苦しくなるようであれば、マスクを外してもよ
い。マスクを外したときには、しゃべらない。

かさを差してもよい。○熱中症にならないよう給水にも気をつける。
朝一番に健康チェック観察カードで当日の体温と体調を確認する。朝の ○

健康観察 （月末回収）
☆連続して忘れる児童は、家庭に連絡して確認し、協力を依頼します。

☆３７．３℃以上は、保健室で再検温する。保健室でも３７．３℃以上の場合は

保護者に相談します。３７．５℃以上は早退の対応をとります。

☆症状があり、1時間以内に回復しない場合は、熱がなくても家庭に連絡して早退

の対応をとります。

手洗い ○毎朝登校した児童から、手を洗って教室に入る。
○中休み、給食前、昼休みや掃除の後に全校一斉に
手洗いタイムを設けて手を洗う。
校内放送を活用して徹底する。
☆手ふき用のハンカチ、タオルを必ず持たせてください。

マスク ○学校では基本的に常時マスクを着用する。
☆マスクをしている意味を再度丁寧に指導します。

☆食事中や息苦しいときなどは、マスクを外します。その

ときは、友だちとの距離を取り、しゃべりません。

○教室に空気の通り道が出来るように２カ所以上開換気
け、休み時間には全開放してしっかり換気する。

○児童の接触機会提言の意味も含め、教室の出入り
口は開け閉めしなくて良いように基本的に開放したままとする。

授業 ○机は一人ひとり離して前向きに配置する。

・話し合いの時も、少し離れて行い、飛沫感染を防ぐ。

○教室で２ｍ間隔をとることは物理的に難しいため、上記の換気の徹底

によって感染防止をする。

明るい笑顔

焦らない

☆基本的には、昨年度から取り組んでいる「新しいみくもっ子の学校生活」をベースに

取り組みます。

☆取組１年あまりを経て、微調整すべき部分、取組が緩んできた部分等を点検し、もう

一度全員でしっかり確認します。

☆県や市の指針で制限されている学習や行事については、緊急事態宣言下では行わない

こととします。

集まらない



体育の指導 ○着替えについては、自教室・着替え教室や更衣室に分散し、密を避け

る。体育館の女子更衣室は、密になる恐れがあるため、着替え教室が

ない場合の使用にする。

○間隔を十分にとっていれば、活動中基本的にマスクをつける必要は無

い。但し、集合して指示を聞いたり、話し合ったりする場面等ではマ

スクを付ける。教員は常時マスクをつける。

○授業前後に手洗いを徹底する。

○体育館の換気を徹底する。

○音楽の歌唱は、飛沫感染予防の観点からマスクをつけて行う。同じ方音楽の指導

向を向いて、声のボリュームを上げることを求めない。

〇緊急事態宣言下ではリコーダー・鍵盤ハーモニカ等の楽器の使用を控

える。

〇体の接触を伴うような表現活動は実施しない。

調理実習 ○グループでの共同作業ではなく、個人で完結する方法で行う。

〇緊急事態宣言下では実施しない。

図書室 ○貸し出しカウンターでの密を避けるために、足跡マークを設置し、間

隔をとるように指導する。

○図書室の密を避けるため、使用割り当てをするなどの措置をとる。

休み時間 ○遊び方や過ごし方の制限は設けないが、児童一人ひとりが感染予防の

観点を常に頭に入れて、自分たちで考えて行動できるようにする。

○外遊びをする時にはマスクを外してよいが、その場合は飛沫が周囲に

飛ばないように注意する。また、昇降口に入る前には必ずマスクをつ

ける。

○遊具やボール、図書やその他の遊び道具について、その都度消毒する

のではなく、使った後にはしっかり手洗いすることを徹底する。

○休み時間終了間際に、昇降口や手洗い場、トイレで児童が密集するこ

とのないように時間や経路をずらし、分散して行動できるようにす

る。

体調管理 ○水分補給や休憩時間を確保し、体調管理に気をつける。
・こまめに水分補給や休憩をとり、暑さ寒さ環境に配慮しながら体調
管理に気をつける。
・授業中の給水ができるように机の横に水筒をつり、担任が適宜「お
茶タイム」をとる。



給食準備に時間をかけるため給食時間を５分延長した時程を継続し、給食 ○
手洗いの徹底を図る。
給食配膳前に給食配膳台を清潔な上ぞうきんで水拭きした後、アルコ〇
ール消毒し、キッチンペーパーで拭き取る。

〇配膳をする教員・給食当番は配膳前に必ず手指消毒をする。
〇１人１枚のトレイを準備し、自分のおかずは自分で取りに行く。
○取りに行く順番が来るまで黙って待つ。用事が無いのに立ちあるか
ない。

〇学級内の児童が多い３・４・５年生は、食事中の密を避けるため、
１／３ずつ特別教室に移動して食べる。

〇おかわりについては、必ず教員が配る。
〇食べる直前にマスクをはずす。「マスクを外したら、しゃべらな
い。」を徹底する。

〇自席で前を向いて食べる。
○給食中、落ち着いた音楽（オルゴールCD）を流す。
○一度配膳したものを減らしにいかない。食べられない場合は残す。
〇食べた人からブクブクうがいをして自席に戻る。食後の手洗い場が
密になる恐れがあることから、当面歯磨きはしない。

〇給食室での密を避けるため、１・３・５年と２・４・６年に分けて
返却を行う。

掃除 ○間隔をとってほうきではいたり、ぞうきんがけをしたりする。
○バケツでぞうきんをすすぐ時は密にならないようにする。
○掃除の後は特に丁寧に石けんで手を洗う。

放課後 ○放課後に誘い合って遊ぶことは禁じないが、基本的には学校での過ご

し方に則り、マスクの着用や三密を避けるようにする。

○道路や公園などには一般の方（地域の方）もおられる。みくもっ子と

して責任ある行動を心がける。

〇友達の家で遊ぶ場合は、その家の家族の言うことを併せてしっかり守

る。

校内消毒 ○放課後、校内を分担して消毒する。
＜支援員さん＞教室の扉、スイッチ、机、水道やトイレ等の学年児童が

頻繁に手をふれる場所の消毒。
＜職員＞職員室・職員トイレ扉、電話・コピー機、共用パソコン等を消

毒。

○当面の間は、全校が屋内に集まるような行事等は行わない。必要に応その他
じて放送で必要な事項を伝える。

☆感染者や濃厚接触者が出た場合は、市教委、保健所、医療関係、対策
の連携のもとに対応を決定することとなっています。本部等と

みくもっ子支援委員会
やみくも学区まちづくり
協議会の皆さんのご協力

により、夏休み中に「さんさん教室」（夏休み学習会）が４会場で
開かれました。

残念ながら後半の上
学年の部が中止となり
ましたが、下学年の部
ではいきいきと制作や
学習に取り組む姿が見
られました。


